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車

埠

史
卑
宣

誓

鵬

昭

和

十

二

年

六

-

大
金
得
勝
陀
頚
碑

の
研
究

(
上
)

田

村

賓

造

1
､
僻

題

二
､
女

虞

文
(碑
陰
)

課
講

.

三
ー
漠

丈
(碑
面
)

併
記

一

大
金
得
勝
陀
頒
碑
が
昭
和
八
年
の
夏
'
須
佐
嘉
橘
氏
苦
心
の
探
査
に
依
っ
て
'
清
洲
固
吉
林
省
挟
飴
願
石
碑
成
子
の
原
地
に
再
蓉

見
さ
れ
て
以
釆
'
我
が
国
及
び
滞
洲
固
拳
界
に
於
て
賛
し
-
注
目
さ
れ
る
所
と
な
り
'
春
満
の
園
田

7
鞄
氏
は
逸
早
-
同
年
十
二
月

｢
大
金
得
勝
陀
碩
碑
に
就
い
て
｣
と
題
し
て
詳
細
-

紹
介
を
管

(幣

蒲
紬
欄
謡

)

否

幹
之
助
警

亦
こ
の
碑
に
就
い
て
簡
述

(I
)

さ
れ
る
所
が
あ
っ
た
｡

然
し
~
そ
の
最
も
畢
術
的
債
値
を
有
L
t
且
つ
そ
れ
の
故
に
畢
界
の
尊
重
注
視
す
る
砕
陰
の
女
虞
文
字
に
関
し
て
は
､
未
だ
何
人

も
之
が
解
凍
を
公
に
し
た
の
を
開
か
な
い
.
今
回
､
余
の
試
み
た
る
詳
解
は
不
完
全
戯
ま
る
も
の
に
し
て

-
掠
碑
石
の
損
滅
剥
落
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に
ょ
つ
て
拓
本
に
明
瞭
を
映
-
部
分
多
く
､
且
つ
既
知
の
女
展
語
曇
甚
だ
少
数
な
る
琴

そ
の
解
を
得
た
の
は
絶
か
に
全
文
の
牛
ば

に
も
満
た
な
い
が

-
固
よ
-
充
分
之
を
認
知
し
T

衷
心
甚
だ
怪
梶
た
る
も
の
が
あ
る
も
'
全
て
を
只
管
な
る
今
後
の
研
究
に
期
し

つ
･I

.
一
発
づ
そ
の
整
理
を
試
み
て
博
雅
の
斧
正
を
仰
が
ん
と
欲
す
る
次
第
で
あ
る
｡

碑
石
の
所
季

形
式
及
び
雷

の
年
代

本
砕
石
は
清
洲
警

林
省
扶
飴
慧

碑
撃

部
落
(断
粕
禁

詣

触
聖

,ifO.
棚
撃

の
東
方
約
三
十
町
の
地
鮎
に
現
存
L
t
こ
の
地
に
至
る
捷
径
は
普
通
二
見
堵
娘
埜
城
串
鈷
(障
)よ
り
西
々
.北
'
八
家
子
に
於
て
枚
林

(2
)

河
を
渡
渉
し
､
伊
家
店
を
経
て
直
南
行
す
る
か
､
或
は
同
線
察
家
溝
串
姑
よ
り
捜
林
河
の
南
岸
に
沿
ふ
伊
家
店
荷
造
(7
)
を
西
北
行

へ3
)

す
る
か
の
何
れ
か
で
あ
る
｡
曹
廷
益
の
東
三
省
奥
地
圏
説
'
得
勝
陀
碑
説
の
候
に
は

衣
紋
林
河
西
岸
｡
距
入
松
花
盛
四
十
里
｡
亦
名
額
特
勝
喝
餅
｡
今
呼
石
碑
成
子

と
謂
ふ
｡

､

須
佐
氏
の
言
に
嬢
れ
ぼ
'
砕
石
の
全
長
約
八
尺
(寡
額
約
二
尺
)隔
三
尺
飴
に
し
て
'
文
字
は
南
面
共
殆
ん
ど
磨
滅
剥
落
し
て
読
み

難
-
､
且
つ
石
は
嘗
て
両
断
し
た
る
も
の
1
如
-
､
今
は
之
を
セ
メ
ン
ト
を
以
て
接
合
L
t
粗
鉄
上
に
載
せ
ら
れ
て
は
ゐ
る
が
､
蒙

額
は
監
督
者
の
不
注
意
に
よ
り
､
そ
の
漢
字

･
女
虞
字
を
砕
身
の
そ
れ
と
表
裏
棚
板
倒
せ
し
め
る
の
滑
稽
を
演
じ
て
ゐ
る
と
.
而
し

(4
)

て
寡
額
に
は
本
来
前
面
に

｢
大
金
得
勝
陀
項
｣
の
六
字
が
二
行
に
'
背
面
に
之
に
該
普
す
る
三
行
十
二
字
の
女
虞
小
字
が
割
出
さ
れ

て
居
り
､
碑
両
の
漢
字
本
文
は
序
十
六
行

･
項
九
行
､
外
に
鞄
字

･
鋲
撰
及
び
最
終
行
.の
立
石
年
時
を
合
す
れ
ば
三
十
行
を
算
L
t

砕
陰
の
女
長
文
は
砕
面
鏡
文
と
同
じ
-
序
十
七
行

頓
十

一
行
に
綾
錦

･
損
壊

･
立
石
の
年
時
を
加

へ
て
計
二
手

三
行
に
亘
-
'
内

容
も
亦
砕
両
と
大
差
を
み
な
い
O
惟
ふ
に
､瑛
文
先
づ
成
り
'
而
し
て
後
之
に
倣
っ
た

-
或
は
殆
ん
ど
弼
鐸
し
た
も
の
で
あ
ら
う
.

2



407

攻
に
碑
石
建
富
の
年
代
は
碑
文
に
輝
れ
ば
､
世
宗
の
大
定
二
十
五
年
(
二

八
五
)
七
月
二
十
八
日
に
し
て
､
即
ち
同
年
四
月
世
宗

の
上
京
曾
寧
肘
掛
陣
中
に
起
工
さ
れ
た
こ
の
碑
は
､
三
ケ
月
の
日
子
を
費
し
て
漸
-
竣
工
を
昔
げ
た
も
の
1
如
-
､
七
月
と
謂
へ
ば

(5
)

恰
も
世
宗
は
上
京
を
蓉
し
て
燕
京
へ
の
遠
華
中
に
雷
る
｡

註

′

(
1

)

三
松
壷
講
書
記
(
二
)

(史
拳
雑
誌
四
五
編

一
銭
)

E

党
是
､
同
氏
は

｢
女
虞
語
研
究
の
新
資
料
｣
(桑
原
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
所
収
)
に
於
て
も
､
こ
の
碑
に
就
い
て

解
れ
て
ゐ
ら
れ
る
｡

拾
､
こ
の
碑
に
陶
し
て
記
述
さ
れ
た
日

･
支
諸
単
著
の
文
献
に
就
い
て
は
'
園
田

'(
鶴
氏
前
掲
論
文
弟
三
節

｢
砕
石
と

文
献
｣
の
候
を
参
照
｡

I

(
2

)

蟹
城
鯨
志
(巻
二
)

輿
地
志
､
津
衆
の
侯
に
'

捜
林
河
渡
口
有
七
.
･･････
山
荘
城
(願
城
)
西
北

1
盲

1
十
重
八
家
子
o
麓
扶
鎗
願
所
腔
｡
河
西
有
得
勝
陀
碑
o
麓
金

太
組
阿
苗
達
(阿
骨
打
)
伐
遼
渡
河
誓
師
虚

と
謂
ふ
は
こ
の
道
で
あ
る
｡

(
c
Q

)

須
佐
嘉
梼
氏
の
探
っ
た
道
は
埜
城
類
よ
-
西
南
韓
家
店
を
経
て
捜
林
河
を
渡
っ
た
の
で
あ
る
が
､
こ
れ
は
氏
が
昔
時
皇
軍

と
行
を
共
に
せ
ら
れ
た
麓
に
し
て
､
最
捷
径
と
は
謂

へ
原
地
に
至
る
正
規
な
道
で
は
な
い
｡
従
っ
て

一
行
は
河
畔
に
於
て

､

渡
船
を
得
る
に
困
難
し
た
由
で
あ
る
｡

(

4
)

女
虞
文
字
に
は
周
知
の
如
く
'
大
字

･
小
字
の
二
種
が
あ
-
'
大
字
は
金
の
太
組
阿
骨
打
が
､
天
輔
三
年
(
〓

7
九
)

完

′

ノ

M

3.-
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頚
希
夢
に
命
じ
'
契
丹
文
字
の
制
に
放
つ
JL
J作
ら
せ
た
も
の
で
､
恐
ら
-
こ
れ
は
契
丹
文
孝
を
襲
用
し
た
も
の
で
あ
ら
う

と
思
は
れ
る
が
遺
憾
乍
ら
束
だ
確
認
を
み
な
い
O
小
字
は
天
啓
元
年
(
二

三
八
)鷹
宗
の
製
に
係
-
､
皇
統
五
年

(
二

四
五
)
以
来
腐
-
使
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
｡
本
砕
石
に
刻
出
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
小
字
に
し
て
'
女
真
小
字
の
現
存
資
料
は

こ
の
外
に
'
金
石
文
の
類
に
'

サ

(
イ

)

秦
和
鐘
名
残
石

(
一
名
奥
屯
艮
弼
佳
飲
碑
と
も
柄
せ
ら
れ
､
金
の
章
宗
泰
和
六
年
(-
)
の
刻
石
に
係
る
)

●

(

ロ

)

女
虞
進
士
短
名
碑

(
一
に
宴
童
碑
と
も
呼
ば
れ
'
金
の
哀
宗
正
大
元
年
(-
)
の
刻
石
と
覚
ぼ
し
く
､
河
南
省
開
封

館
内
文
廟
に
現
存
す
)

(

ハ

)

柳
河
牛
裁
山
摩
崖
碑

(繊
洲
固
奉
天
省
柳
河
原
牛
蔵
山
に
あ
-
'
大
金
太
絶
息
馬
祉
碑
と
も
栴
し
右
に
漢
字
'
左

●

に
女
虞
字
を
封
劃
し
て
ゐ
る
)

(

ニ

)

海
龍
楊
柄
林
山
頂
摩
崖
碍

(浦
洲
図
奉
天
省
海
龍
願
)

(

ホ

)

高
麗
北
育
成
串
山
摩
崖
碑

(朝
鮮
威
鏡
南
道
北
青
郡
俗
厚
面
蒼
城
里
に
存
L
t
稽
葉
岩
音
博
士
に
ょ
れ
ぼ
､
元
の

後
至
元
四
年
の
刻
に
係
る
と
謂
ふ
)

(

へ

)

高
麗
慶
源
碑

(も
と
朝
鮮
威
鏡
北
遺
慶
源
郡
東
原
両
禾
洞
に
存
し
た
も
の
で
あ
る
が
､
今
些
流
域
紙
督
肝
博
物
館

勧
政
殿
に
移
置
さ
る
)

(
ト

)

永
寧
寺
砕

(明
の
永
楽
十

7
年
九
(-
)
月
の
建
置
に
し
て
､
も
と
黒
龍
江
口
附
近

T
y
r
(特
林
)

に
存
し
た
が
'

数
年
前
こ
の
碑
を
親
し
-
拓
出
さ
れ
た
梅
原
助
教
授
の
言
に
ょ
れ
ぼ
､
今
は
浦
鱒
斯
徳
市
立
博
物
館
に
保
管
さ
れ

て
ゐ
る
と
｡
)

一

4-丁
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文
書
の
類
に
は
華
夷
評
語
中
の
女
虞
館
(帝
償
館
)
評
語
並
に
釆
文
等
が
あ
る
が
'
こ
れ
に
就
い
て
は
､
石
田
幹
之
助
氏

の

｢
女
虞
語
研
究
の
新
茸
料
｣
(桑
原
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
所
収
)
に
詳
説
が
あ
る
｡

拾
'
女
虞
語
及
び
女
虞
文
字
の
研
究
に
関
し
て
は
､

白

鳥

博

士

桑

原

博

士

羽

円

博

士

楢
葉
岩
音
博
士

石
田
幹
之
助
氏

同

氏

渡
連
薫
太
郎
氏

同

氏

同

氏

山

下

奉
戴
氏

石
塔
鈍
太
郎
氏

羅

慮

成

氏

同同

｢喪
丹

･
女
虞

･
西
夏
文
字
考
｣
(史
畢
雑
誌
九
編

〓

鱗
)

｢
山
東
河
南
地
方
遊
歴
報
告
書
｣
(歴
史
地
理

〓
ハ
撃

二
就
)

｢
契
丹
文
字
の
新
資
料
｣
(史
林

7
0
巻

7
戟
)

｢
北
音
域
串
山
城
女
虞
宇
摩
座
考
樺
｣
(育
丘
拳
叢
第
二
就
)

｢
女
虞
語
研
究
の
新
書
料
｣
(前
掲
出
)

冨
山
房
国
民
百
科
僻
典
､
女
虞
語
及
び
女
虞
文
字
の
項

｢
女
虞
館
釆
文
通
解
｣
(大
阪
東
洋
拳
骨
刊
行
亜
細
亜
研
究
第

二

就
)

｢
金
史
名
節
解
｣
(昭
和
五
年
､
大
阪
東
洋
拳
骨
静
行
)

｢
女
展
語
の
新
研
究
｣
(
亜
細
亜
研
究
第

1
二
戟
)

｢
新
女
鹿
図
書
碑
に
就
い
て
｣
(奉
天
満
城
励
書
館
叢
刊
第

7
八
冊
)

｢満
蒙
言
語
の
系
統
｣
(岩
波
文
庫
東
洋
思
潮
)

｢
宴
董
金
源
図
書
碑
考
｣
(北
京
大
拳
固
畢
季
刊

1
巻
押
葉
)

｢
女
虞
国
書
碑
扱
尾
｣
(国
立
北
平
薗
書
館
月
刊
三
春
四
戟
)

｢
金
泰
和
也
名
残
石
｣
(東
北
叢
刊
第

一
七
期
民
国
二
十
年
五
月
)

5
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同

｢
婁
董
金
言
図
書
碑
樺
文
｣
(考
古

･
第
五
期
民
図
二
十
五
年
十
二
月
)

劉

師

障

氏

｢
女
鹿
字
碑
考
｣

(同

上
)

等
が
あ
り
､
欧
米
に
在
っ
て
も
'
猫
逸

W

･G
ru
be教
授
の
I)ie
S
p
rac
he
und
B
c

hrift
are
Jueen
(Le
ipzig,
)8

9
6
)
を
始
め
幾
多
の
研
究
が
あ
る
が
(
石
阻
氏
前
掲
論
文
参
照
)然
し
唯
､
小
字
に
は
骨
を
寛
し
た
音
字
と
'
昔
と
は
燕
開

係
に
猿
手
の
形
を
少
し
轡

へ
て
作
っ
た
毒
字
と
が
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
以
外
'
そ
の
言
語
の
性
質
な
ど
も
充
分
に
究
明
さ

れ
ず
'
詳
細
は
専
ら
今
後
の
研
究
に
保
た
ぬ
ぼ
な
ら
な
い
｡

(
5
)

世
宗
は
大
定
二
十
五
年
四
月
二
十
六
日
上
京
曾
寧
櫛
を
襲
L
t
同
年
九
月
二
十
九
日
燕
京
に
綜
還
し
て
ゐ
る
｡

〓

既
に
三
日し
た
如
-
､
こ
の
碑
の
憤
値
は
碑
陰
の
女
虞
文
字
に
依
っ
て
高
め
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
に
し
て
'
碑
面
漢
文
よ
り
し
て
は

r.

殆
ん
ど
新
事
茸
と
認
む
べ
き
も
の
を
抽
き
出
し
得
な
い
が
故
に
､
便
宜
上
碑
陰
女
虞
文
字
の
謬
註
よ
-
党
に
試
み
る
事
と
し
た
い
｡

左
に
掲
げ
る
も
の
1
中
'
右
端
は
碑
文
に
刻
出
さ
れ
た
女
虞
文
字
に
し
て
､
判
読
不
能
の
も
の
は
△
印
を
以
て
示
し
疑
は
し
い
も

の
に
は
-
符
を
附
す
る
こ
と
1
し
た
.
中
央
は
漢
字
の
音
評
に
し
て

こ
れ
は
主
と
し
て

W
･

G
rube
の

D
ie
Sprach
e

ul･d

PJCh
Tift
dpr
J
u
een
に
み
え
る
漢
字
を
以
て
充
て
､
左
端
に
邦
罪
を
施
こ
し
た
.
各
行
上
場
の
T
U
n
且
等
の
ロ
ー
マ
数
字
は
原

碑
文
の
行
数
を
示
し
'
文
中
の
何
物
等
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
備
考
に
於
て
説
明
を
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
｡
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T

3

音
声
L早舟
盈

霊

草

芸

等

泉
憲

享
年
斉

若
草

及

lノ

､ノ描
写

五
線
葛
署

′L

L

′_卜

i
′_軒
.匝

大

倉

-

狩

野

略

ノ

&
'

重

た

巧

言

1
示

里

を
魯
温

｢
_｢_
I
_

五

山
外
…

△
△

忘

を

宝

林
東

雲

㌘

△
△
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備

考

∩
題
額
及
び
I
U

(
1
)

安
春
塩

女
虞
語

『金
』
を
謂
ふ
.
ト
ル
コ
語
で
金
を

a
ltu
rl
(
苗
代
ト
ル
コ
語
も
同
様
で
あ
る
こ
と
は
突
妖
碑
文

に
頻
見
す
る
所
よ
り
し
て
も
窺
は
れ
る
)
蒙
古
語
で
a
ltan
(例

へ
ぼ
鞍
担
館
評
語
称
賛
門
に
a
t
tan
安
噂
と
あ
る
如
し
)

と
謂

へ
ぼ
'
安
春
温

(或
は
安
出

･
投
春
)
は
恐
ら
-
こ
の

a
]ttln,a
ltan
の
耽
っ
た

at
eun
を
寛
し
た
も
の
で
あ
ら

う
｡
然
る
に
'
金
史
(節

)
地
理
志
(上
)の
序
に
､

国
富
金
目
撰
出
虎
.
以
撰
出
虎
水
源
於
此
｡
改
名
金
源
｡
建
圃
之
競
蓋
取
持
此

′

と
て
女
虞
語
で
は
金
を
叉
投
出
虎
と
も
謂
払
'
金
朝
の
図
鱗
は
苦
に
挨
出
虎
水
に
由
来
す
と
謂
ふ
｡

摸
出
虎
水
空

に
･
阿
注
漕

(紙
器

室
)
阿
笥

･
阿
芙

(
詣

靴
)
阿
之
苗
(蛸
麗
)

阿
勃
発
啄
(H

)
と
か
･

文

金
史
に
は
阿
轟

(
節

)

投
畳

(舶
誓

､)
安
霊

(
鳩
四
)

案
畳

(
鳩
一
)

等
と
も
書
か
れ
て
ゐ
る
が
･
何
れ
も

a
Leun
十
k
o
(
或
は

k
a
,

g
a
.

go)
を
寛
し
た
も
の
と
見
る
ペ
-
､

虎

･
瀞

･
鯛

･
火

･
苗

･
啄
等
は

d

imi

n
i
tive

B
u
f
f
i
x
の

k
o
,
k
a
(g
a
,
g
o
)
に
雷
る
｡
従
っ
て

｢
按
出
虎
｣
は
厳
寓
に
は
､『
金
色
を
帯
び
た
る
』､
『
金
色
が
1
つ
た
』

の
意
で
あ
ら
う
｡

張
慨
の
金
虜
節
要
に
よ
れ
ぼ
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至

芸

即
倣
帽
敵
粧

菖
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新
姦
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之
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軸
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と
て
､
投
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に
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故
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付
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と
謂
ふ
｡

因
み
に
､
こ
の
河
は
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現
春
は
阿
什
河
と
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れ
て
ゐ
る
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､
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ら
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清
洲
語
で
金
を
意
味
す
る
a
i
B
i

n
の
音

評
で
あ
ら
う
｡

(

2
)

件

G
enitiv
u
B
(
二
格
)
を
示
す
助
詞
に
し
て
前
に
乗
る
名
詞
の
語
尾
が

n
で
経
る
時
に
用
ゐ
ら
れ
､
そ
の
他
で
経

る
時
は

｢
以
｣
と
な
る
｡

(

-
)

忽
毒

素
蟹

金
史
(欝

)
地
理
志
上
京
慧

尊

称
の
侯
に
･

有
得
勝
陀
.
国
富
忽
土
畦
葛
蟹
｡
太
組
誓
師
之
地
也
｡

と
あ
る
｡
従
来
之
に
就
い
て
量

説
多
く

乾
隆
の
欽
定
金
単
語
解
(撃

に
品

洲
語
･
額
勤
赫

(e

lbe-安
き
)
格
朋

(g
em
u
n
-
京
)
の
毒
と
説
き
･
書
林
外
記
(
S
l)
は
満
洲
語
､
額
特
赫

(eteh
e
I
勝
ち
た
る
)
琴
珊
(g
aSan
-
柿
)
書
林
通

志

(
♂

)

は
額
特
赫
格
僧
･
東
三
省
奥
地
風
説
に
は
額
侍
勝
喝
珊
と
謂
ふ
｡
我
が
松
井
等
漂

､
｢
忽
壷

｣
は
清
洲
語

e
te-
bi
(響

)
の
過
去
形

eteh
e･
｢
葛
撃

は

giy
a-
tn
(貰

)
に
常
る
語
で
あ
る
と
述
べ
て
ゐ
る
｡
(棚
酬
憾
雛

崇

1i
)
管

に
今
･
女
虞
字
を
み
る
に
､
忽
土
に
雷
る
文
字
は

『
勝
つ
』
票

す
姦

字
r.厄
意
味
｣
と
は
仝
-
要

れ

ば
'
そ
の
意
味
は
他
に
求
め
な
け
れ
ば
窒

な
い
o
女
藍

等

『
痛
』
を

｢
忽
禿
兇
J(
紺
4
㍗

べ
)
｢
忽
禿
力
森

如
餌
本
)

清
洲
語
で

hutmi
と
謂
ふ
.
終
り
の

r
或
は

ri
は

Suffix
と
み
る
べ
-

(出
村
長
1
氏
'
浦
洲
語
及
び
通
苗
斯
語
に
於

け
る
動
詞
特
化
の
接
尾
語
に
就
い
て
｡
調
鮒
謂

㌫

春
雷

)
叉
･
K
lapr.thも
G
liick
裏

革
語
C
h
ud
u
･満
洲
語
O
h
utu
ri

と
謂

へ
ぼ
(
A
sia
P
.
1y
g
t.

ttap･293)
そ
の
語
根
は
｢
忽
禿
｣
に
し
て
､
金
史
(
票

)望

蒜

に
も
興
人
同
受
曹

忽
郡
と

謂
ふ
｡
こ
れ
は
ト
ル
コ
語
q
u
t
-
d
a
s

G
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ein
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に
淵
源
を
求
め
得
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
か
｡

こ
の

qut
は

O
rk
h
o-1碑
文
や

S
i
lle･uSu
碑
文
或
は

U
iru
r
語
諸
文

献
等
に
も
屡
々
み
え
る
.
従
っ
て

｢
忽
土
畦
｣
は
寧
ろ
こ
れ
に
縁
故
を
有
す
る
も
の
と
み
る
.I(
-
､
q
u
t
+

k

ai
『
編
あ

る
』
,『
警

待
た
る
』
の
義
に
し
て

kaiの
i
は
出
相
良

1
氏
も
既
に
指
摘
さ
れ
た
如
-

(
前
掲
要

HT
N.
｡
貢
)
浦
洲
語

の
古
形
と
し
て
の
女
虞
語
に
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
｡
次
に

｢
葛
蟹
｣
(k
a
m
an
o
r
k
h
am
a
は
得
勝
陀
の
陀
に

『
険
患
な
る
通
路
'
崖
際
』等
の
意
が
あ
る
所
よ
り
推
し
て
清
洲
語

kanlni
(陰
口
､
開
口
)
と
同
童
な
る
女
虞
語
で
は
あ

る
ま
い
か
｡
以
上
に
よ
っ
て
'｢
忽
土
･=id
葛
蟹
｣
は

『
痛
を
得
た
る
の
餅
屋
』
或
は

『
書
群
あ
る
随
口
』
の
意
と
み
る
ペ
-

之
を
碑
面
漠
文
の
第
十
二
行

｢
太
粗
目
.｡
此
希
書
群
｡
天
地
協
鷹
｡
吾
軍
勝
敵
之
駿
也
｡
(中
略
)
若
大
事
克
成
｡
複
合
於

此
.
常
時
両
名
之
｡
後
以
是
名
賜
其
地
云
｣
と
あ
る
に
照
合
す
る
時
は
'
蓋
し
思
ひ
年
ば
に
過
ぐ
る
も
の
が
あ
ら
う
｡
然

ら
ば
得
勝
陀
と
は
女
虞
語

｢
忽
土
唯
葛
蟹
｣
の
支
那
風
の
意
評
で
あ
ら
う
｡

因
み
に
'
本
碑
文
を
通
じ
て
吾
等
の
推
測
し
得
た
所
に
よ
れ
ば
'
軍
に
こ
の
語
の
み
に
止
ら
ず
'
女
虞
語
-

従
っ
て

清
洲
語
に
封
し
て
も
同
様
に
謂
ひ
え
よ
う
が

1
の
中
に
は
ト
ル
コ
語

･
蒙
古
語
に
系
統
を
引
-
も
の
が
可
成
･sl
多
-
あ

る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
｡

(

4
)

敢
温

女
虞
語
で
は
石
を
､
｢
斡
黒
｣
と
謂
ひ
､
清
洲
語
で
は

wehe
で
あ
る
｡
之
よ
-
推
し
て

｢
斡
塩
｣
は
碑
両

疾
文
の
項
碑
に
首
る
も
の
と
考

へ
た
い
｡

衛
､
以
下
に
引
用
す
る

W
･
G
ru
be,
D
ie
S
p
l
a
C
h

e
und
S
ch
r"if
t
d
er
J

ue
en.(
L

eipyig
t896
)
は
便
宜
上
軍
に
グ

ル
ー
べ
'
叉
東
洋
文
庫

･
静
嘉
堂
文
庫
'
徳
島
市
阿
波
国
文
席
所
蔵
の
女
虞
評
語
は
夫
々
'
東
洋
文
庫
本

･
静
嘉
堂
本

･

阿
波
本
と
暗
箱
す
る
こ
と
1

し
た
い
｡
こ
1
に
謂
ふ
静
嘉
堂
文
庫
本
と
は
石
田
幹
之
助
氏
の
静
表
に
係
る

｢
女
虞
語
研
究

21
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の
誓

料
(諾

鯛
鮎
粕
鵬
舵
念
)
中
の
姦

語
嘗

指
し
､
阿
苗

文
庫
本
と
は
同
僚
外
山
撃

が
同
文
庫
本
に
よ
っ
て
事

紗
さ
れ
た
も
の
1
こ
と
で
あ
る
｡

∩

ⅠU
∩

暮し
∩
皿

U

こ
の
三
行
は
夫
々
撰
文

･
書
丹

･
寡
額
を
も
の
し
た
人
々
の
官
街
を
記
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
が
､
何
れ
も
明
噺
を
快
い

で
ゐ
る
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
.

讐

･
U
r.至

l巴

は
或
竺

慧

』
の
嘉

か
と
息

経

る
が
･
第
〔g
]
行
に
み
え

る

｢
監
林
｣
(
鼓
4
)と
は
字
形
異
る
が
故
に
巌
に
止
め
る
｡

∩
Ⅶ
U

(

-
)

妙
師

軍
叉
誌

は

｢
砂
恰
｣
に
し
て
(野
BiT
2.9
g
)
清
洲
語

篭

h長
骨蓋

'
元
要

の
語
漂

砂

･
eoo
に

i

あ
る
も
の
1
如
-

1
或
は
突
蕨
碑
文
に
度
々
見
え
る

蒜
『
軍
隊
』
は
之
と
同
系
統
で
は
あ
る
ま
い
か

-
思
は
れ
る
が

詔

故
に
･
こ
与

竺

鷹

『
軍
師
』
と
謬
し
て
置
-
｡

l

(
2
)

伯

助
詞
に
し
て
'
清
洲
語

be
と
同
じ
く

『
ヲ
』
を
示
す
｡

(
8
)

冗
忽
黒

｢
黒
｣
は
動
詞
過
去
形
語
尾
に
し
て
'
そ
の
現
在
不
定
法
は
'｢
冗
忽
甥
｣
で
あ
る
.

∩
Ⅶ

U
(
1

)

畳

傘
呆

｢
呆
｣
は
清
洲
語
の

fi
と
同
じ
-

P
ast
G
eru
n
d
を
示
す
接
尾
語
で
あ
ら
う
O

卓
は
華
夷
評
語
中
に
は
見
嘗
ら
な
い
が
'
女
虞
語
に

『
領
す
る
』
を
曳
犬
(苓
魯
埋
)と
謂
へ
ば
'
或
は
碑
文
の
塵
と
謬
語

の
党
と
は
同

一
文
字
で
は
あ
る
ま
い
か
｡
満
洲
語

d
a
lam
bi
に
は

『
麓
首
』
の
意
が
あ
る
｡

(
2

)

必

刺

こ
の
事
は
グ
ル
ー
ベ
(,10
)
に
は

｢
必
阿
｣
と
て
月
と
同
じ
撃
昔
の
如
く
あ
る
も
阿
波
本

･
静
嘉
堂
本
の

｢
必



427

刺
｣
を
正
し
と
す
る
｡
猪
洲
語

bira
に
同
じ
o
従
っ
て
表
記
三
字
は
釆
浦
河
の
昔
評
で
あ
ら
う
｡

(

8
)

柔

助
詞
に
し
て
'
備
洲
語

d
e
に
同
じ
く

『
ニ
』
で
あ
る
｡
但
し
こ
1

で
は
､『
ヲ
』
の
意
に
解
す
る
方
が
よ
り
国

語
的
の
や
う
に
思
は
れ
る
｡

(
4
)

塔
別

｢
別
｣
は

P
aSt

G
eru
n
d
に
し
て
語
幹

｢
塔
｣
は
清
洲
語

d
a
bim
bi
蒙
古
語

d
a
bam
o
i
(
術
語
共
に
'
過

グ

･
越

エ
ル
･
践
過
ス
ル
の
意
)
か
'
或
は
清
洲
語

d
oom
bi
(渡
ル
)
.の
何
れ
か
と
同
茸
語
で
あ
ら
う
.

(
5
)

草
恩

｢
草
恩
阿
世
｣
が

『
多
年
』
な
れ
ば
､
｢革
恩
｣
は

『
多
イ
'
衆
イ
』
の
意
を
有
す
る
形
容
詞
に
し
て
､
浦
洲

語

g
①
r

eコ
に
首
る
語
で
あ
る
｡

･

-
)

こ
の
字
-

』
或
は

『
ヲ
』
具

す
助
詞
で
あ
ら
-
.
第

〔
且
行
〔晋

〔習

〔
m〕
行
等
と
比
臥
震

す
る
要

が
あ
る
｡

(

7
)

果
-
冗
魯

拳
夷
評
語
に

｢
曳
迷
青
果
-
撃

-1
嘉

と
あ
る
｡
(㌍

-

べ
)
貢

速
書
｣
は
『
雪

』
『
寛
ナ
ル
』
の

意
に
し
て

｢
書
｣
は
形
容
詞
語
尾
で
あ
る
｡
｢
-
蓮
｣
は
使
役
を
示
す
動
詞
接
尾
語
な
れ
ば
'
金
牌
の
意
は

『
寛
鱒
ナ
ラ
シ

メ
ル
』
で
あ
る
.
従
っ
て
､
｢
果
｣
に
は

『塵
』
の
意
が
あ
る
も
の
と
孝

へ
う
る
.
｢
-
冗
魯
｣
は
備
洲
語

burta
it
(那

テ
'
全
テ
)
よ
少
推
し
て
之
と
同
藁
に
解
し
､
｢
果
卜
北
魯
｣
を

『
畢
ク
』
と
謬
し
た
.

∩Ⅷ
U

(

1
)

こ
の
′二
字
は
琴
音
不
明
で
あ
る
が
､
恐
ら
-

『
首
メ
』
或
は

『
首
先

ニ
』

の
意
を
有
す
る
も
の
で
､
清
洲
語

ned
eD

nOロem
O
な
ど
に
相
雷
せ
し
む
べ
き
で
あ
ら
う
か
｡

一(
2
)

突

沸
洲
語

d
e
に
同
じ
く

『
ニ
』
を
示
す
助
詞
で
あ
る
.

2 3
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(
3
)

木
魯

過
去
を
示
す
動
詞
尾
で
あ
る
｡

(

4

)

幹
冗
迷
兄
(?
･)

こ
の
三
字
は
弾
雨
漢
文
と
封
比
す
る
時
は
'
正
し
-

『
固
相
』
に
相
常
す
べ
き
語
の
如
-
思
は
打

る
も
~
茶
事
の
拓
本
は
字
劃
鮮
明
を
快
ぐ
が
故
に
暫
-
疑
に
止
む
｡

(
5
)

塔

恰
埋

理
は
動
詞
不
定
法
語
尾
な
れ
ば

『
順
フ
』
と
謬
す
べ
き
で
あ
る
が
､
次
に

｢
的
昧
｣
(釆
ル
)
を
伴
ふ
が
故

に

『
帽
ヒ
釆

ル
』
と
解
し
た
｡

か
1

る
例
は
'
女
虞
館
釆
文
に
於
て
も
度
々
見
る
所
で
'
例

へ
ぼ
.
『
謹

ン
デ
奏
ス
』
を

｢
者
只
陳
召
刺
埋
｣
と
謂
ふ
が
如
し
｡

｡
d

('
･
)

第

〔
捌
〕
行

と
比
較
参
照
す
べ

し
｡

(

2
)

核

こ
の
語
は
動
詞
過
去
を
示
す
接
尾
語
で
あ
る
｡

(
3
)

恰
恰

こ
の
語
は
或
は
ト
ル
コ
語

･
蒙
古
語

g
k8
(蒼
イ
)
に
常
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡
砕
面
洪
文
の
稀
白

馬
(或
は
紅
白
馬
)
は
満
洲
語
で
は

burulu
と
謂
ふ
.

(

4
)

こ
の
語
は
三
字
の
中
二
字
共
琴
晋
不
明
で
あ
る
が
t
K
Lap
lOth
に
よ
れ
ば

E
o
ch

を
女
虞
語
で
は

O
h
e
s
h
ilie
と
も

謂
ふ
と

(A
sia
P
o
tyg
lo
tta
p･293
)

24

因
み
に
､
本
行
は
第

〔
習

六

･
七

八
校
と
封
照
す
れ
ば
幾
分
粕
蓉
明
す
る
所
が
あ
る
で
あ
ら
う
｡

∩
Ⅹ
U

(

1

)

-
魯

率
夷
評
語
女
虞
館
釆
文
を
み
る
に

(グ
～
-
べ
耶
p
･
)
3

4
)

っ
て

｢
-
魯
｣
は

『
井

ニ
｣
の
意
で
あ
ら
う
｡

空 虚

背 〔大

井 〔怠

大 〔憲

暗〔罵

子 〔子
｣

と
あ
-
｡
従
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∩

兄
し

(
1

)

-
仕
希

謂
ふ
｡

(
2
)

前
掲
第
∩
Ⅶ
し
行

(

3
)

阿
刺
魯

(

4
)

蛮
塞
魯

(
5
)

一
児
厄

行
七
段
と
の
比
較
に
よ
っ
て

『敵
』
と
評
し
た
｡

清
洲
語
で
は
『敵
』
を

bata或
は

ba

geinと

註
(
6
)
参
照

｢
魯
｣
は
動
詞
不
定
法
語
尾
な
れ
ば

『
敗
ル
』
の
意
で
あ
る
.

こ
の
語
は
繍
洲
語

sosam
bi
(人
口
ヲ
壕
掠
ス
ル
)
と
同
義
語
で
あ
ら
う
｡

拳
夷
評
語
に
は

｢
這

厄
伯
IJ
を

『
百
姓
』
(但
し

｢
伯
｣
は
助
詞
『
ヲ
』
を
示
す
)
と
あ
る
｡
茄

㍗

べ
)

こ
れ
は
恐
ら
-
豪
古
語

･
浦
洲
語
の

irgeT)
に
常
少
､
突
験
碑
文
の

ir
(hr)
=
h
o
m
m
e
と
も
語
源
を
同
じ
く
す
る
も

の
で
あ
ら
う
｡

(

-
)

芸

『
力
』
(
即
酢

か
翫

鰯

弘

本

､
)露

ぼ
,

こ
の
壷

誌

面
要

と
照
廃
し
て

『
同
心
シ
協
か
ス
べ
シ
』
と

詳
し
慶
い
｡
ト
ル
コ
語
で
は

『カ
』
を

宗
e蒙
古
語
で
は

富
笛
l1
と
謂

へ
ば

｢
忽
孫
｣
は
之
等
と
同
語
源
で
あ
ち
う
.

指
｢
△
英
別
｣
は
金
史
国
語
解
に

｢
以
力
助
入
日
阿
息
保
｣
と
謂

へ
ぼ
'
或
は
両
者
は
似
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
｡

(
7
)

吉
轍

こ
の
語
は
グ
ル
ー
べ
(859
)
に

『
珂
』
と
あ
る
よ
り
推
し
て

『著
シ
･･････ナ
レ
バ
』
の
意
に
解
し
た
0

∩
沸

し
(
1

)

多
羅
斡

こ
れ
は
ト
ル
コ
語

L8rti
蒙
古
語

tii
ii
藩
洲
語

d
o
ro
と
同
我
語
で
あ
る
｡

(

-
)

冗
稀
囚
厄
禿
別

r
･g
栴
因
｣
は

『
甲
』
に
し
て
(
財
㍗

べ
)
清
洲
語

t
･
g

S
i
n

に
嘗
る
o

｢
厄
禿
別
｣
の

｢
厄
禿
｣
は
グ
ル
ー
べ
(84
6)
に
よ
る
に

『
穿
ツ
』
の
語
根
な
れ
ば
'
従
っ
て

r
冗
栴
因
厄
禿
別
｣
は
『
甲



くがo

ヲ
穿
チ
テ
』
或
は

『
甲
ヲ
穿
チ
テ
後
』
の
意
と
な
る
｡
｢
別
｣
は
既
述
の
如
-

G
erund
を
示
す
語
尾
で
あ
る
.

_

(
8
)

郵
ー
連
昧

こ
れ
は
恐
ら
-
備
洲
語

nam
a
ram
b
i
に
封
鷹
す
る
も
の
で
あ
ら
う
｡

之
に
相
嘗
す
る
蒙
古
語
は

ti･

m
ar
ham.
i
ii
し
て
(
虻
哲

カ
ヴ
ァ
レ
ウ
ス
キ
ー
に
ょ
れ
ぼ
･
『
辛
抱
強
ク
ア
ル
』
『
頑
張
ル
』
の
雷

あ
る
O(
帽
嶋
碩

耶
典
)

(
4
)

禦

杜
兄

拳
夷
謬
語
に
よ
れ
ば
､『育
』
を

｢
敏
江
｣
と
謂
ふ
O
(
誓

.
べ
)
r･江
｣

窒

詞
或
造

容
詞
の
接
尾

語
1

主
と
し
て
色
に
関
す
る
C･･1

で
あ
る
｡
浦
洲
語
で

『青
』
を

niow邑
giy
an
と
謂

へ
ぼ
､
女
虞
語

｢
轍
江
｣
は

之
に
粕
雷
す
る
も
の
に
し
て
t
n
io.w
aA
gi
y
aII
は
同
時
に
干
支
の

『
甲
』
を
も
示
す
も
の
な
れ
ば
'
女
虞
語
に
於
て
も
､

し
か
-
解
し
て
誤
ら
な
い
で
あ
ら
う
｡

｢
木
枕
兄
｣
は
グ
ル
ー
ペ
に
は

『
龍
』
と
あ
れ
ば
(
t
a
b
)

正
し
-
干
支
の
『
辰
』
に
し
て
'
満
洲
語
で
も

『
辰
』
を

m
udmi

と
謂
ふ
｡

垂
(1
)
書
牙
魯
昧

清
洲
語

g
iy
arim
bi
『
巡
狩
ス
ル
』
『
巡
察
ス
ル
』
と
同
義
語
で
あ
ら
う
｡

節
(

1
)

こ
の
字
に
は
'
厄

･
幹

･
冗

･
黒
勤

･
忽

･
郡
等
の
雷
が
あ
る
｡

(

-
)

葬
葛

こ
の
語
は

『
難
』
の
意
に
し
て
(乾
-

べ
)
清
洲
語

m
農
A
に
同
じ
｡

(

3
)

弟
∩
Ⅶ
し
行

註
(
6
)

参
照

26

(
4
)

卓
?
別

〔
FE<

〕

こ
の
語
は
清
洲
語

Jy
o
bom
bi
『
慮

ル
』
に
封
比
せ
し
め
得
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
か
｡
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(

1
)

?
者
魯

こ
れ
は
恐
ら
く
清
洲
語

ey
erjOm
bi
『
鮮
明

ニ
ス
ル
｡
昭

ニ
ス
ル
』
と
同
章
語
で
は
あ
る
ま
い
か
｡

｢
魯
｣
は
動
詞
不
定
法
を
示
す
語
尾
な
れ
ば
'
｢
-
者
魯
非
覇
者
｣
は
砕
面
決
文
の

『
光
昭
』
に
鷹
す
る
も
の
で
あ
ら
う
｡

(

2
)

冗
魯
塞
別

滞
洲
語

u
rh
畠
em
bi
『
傾
ク
｡
垂
レ
ル
』
よ
り
推
し
て

『
傾
ケ
ル
｡
壷
ク
ス
』

の
窓
に
解
し
た
い
.

(

3
)

｢
別
｣
は

G
eru
nd
で
あ
る
.

壷

青

草
夷
評
語
に

『
新
』
を

｢
壷

昔
｣
と
謂
ふ
O
(
紗

㌣

べ
)
｢
書
｣

は
形
容
詞
の
語
尾
で
あ
る
が
･
こ

-

で
は
副
詞
的
に
謬
し
た
｡
清
洲
語
で
は

jee
で
あ
る
｡

?
兄

こ
れ
は
清
洲
語

en
d
弓
i
『
紳
』
に
粕
普
す
る
語
で
あ
ら
う
｡

清
洲
語
で
は

『
穆
』
を

eibsoh
g
o
と
謂
ふ
も
'
こ
れ
は
廟
位
を
示
す
喝
穆
の
穆

(第
二
位
の
意
｡
従
っ
て
蒙
古
語
で
は

ghnedege芸
右
側
』
と
謂
ふ
.)
で
あ
る
o
然
し
こ
の
語
の
母
語
と
も
思
は
れ
る

eib
或
は

eibsen
,
eibsem
bi
等
に

は
嫡
れ
も

『静
』
『
静
怜
』
の
意
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
｡

27

第
∩
Ⅶ
U
行

詰
(
6
)
参
照

C1･班

碑
両
漠
文
と
照
鷹
す
る
に
恐
ら
く
こ
れ
は

『
忘
レ
ル
』
の
意
を
有
す
る
語
で
あ
ら
う
O
清
洲
語
で
は

0品
0･

m
bi
『
忘
レ
ル
』
で
あ
る
｡

I

C1･阿
軽

第

7
宇
目
は
不
明
で
あ
る
が
'
碑
面
漢
文
に
照
し
て

『
明
年
』
に
常
る
も
の
と
考
定
す
.

/



クー

-

ク
ノ一す

(
-
)

背
塞

華
夷
謬
語
に
よ
巻

『
官
』
『
官
人
』
を

｢
背
勤
｣
と
い
ふ
｡
(
肘
7
7i7
7.6
;{
)

こ
れ
は
満
洲
語

｢
見
勤
｣
に

外

-

な
い
で
あ
ら
-
.

こ
の

｢
易

｣
の
芸

形
と

思はれるものに頭
sy

が
あ
る
｡
(駒
鮒
J*
娼

窮

鵬
洲
)

こ
の

｢
貝
勤
｣
よ
-

｢
貝
子
｣

へ
の
婚
化
関
係
は
今
日
衛
不
明
で
あ
る
が

'

憶

測
に
よ
れ
ば
'
｢
貞
子
｣

bei
80
は

｢

見

物
｣
beiI!e

+
Se
(複
数
尾
)
の
l

が

asai
mi
lateし
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
.
従
っ
て
女
虞
語

｢
背
塞
｣
も
し
か
く

解
さ
れ
な
い
で
あ
ら
う
か
｡
因
み
に

beile
の
語
源
は
今
日
の
所
不
明
に
属
す
る
が
t
P
elliot
氏
や

罵
ii11er
の
謂
ふ

如
-
ト
ル
コ
乃
至
西
方
起
源
に
求
む
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
｡

I(
2

)

こ
1
で
は

｢塞
｣
の
一
字
し
か
判
讃
し
え
な
い
が
'
碑
面
漢
文
と
封
比
し
て
清
洲
語

hebeSembi『
商
議
ス
ル
』
の
如
き

に
粕
雷
す
べ
き
語
と
推
測
す
る
｡

(
3
)

塔
安

｢
安
｣
は
字
劃
不
明
に
し
て

｢
恩
｣
の
如
く
に
も
思
は
れ
る
が
何
れ
に
し
て
も

『
唐
』
の
昔
を
寡
し
た
も
の
で

あ
ら
う
｡

(
4

)

こ
の
三
字
は
恐
ら
く

『
玄
宗
』
の
晋
葦
で
あ
ら
う
｡

(
5
)

革
担
別

｢草
埋
｣
は

『
去
ル
』
『荏
ク
』
の
語
根
な
れ
ぽ
こ
の
語
を

『
幸
シ
テ
』
の
意
に
謬
す
｡

(
6

)

こ
の
五
字
は
最
後
の

｢
核
｣
が
動
詞
過
去
形
を
示
す
語
尾
で
あ
る
こ
と
よ
-
推
し
て
'
『
重
義
』

の
底
謬
即
ち

周
章
ヲ
起

シ
ク
』
の
如
き
意
を
示
す
も
の
と
考
へ
た
い
｡

28

(

7
)

塔
安

〔望(
1
)

吉
撒

こ
の
二
字
は
明
か
に

『
堂
』
の
普
欝
で
あ
る
｡

第
∩
芯
∪
行

註
(
7
)
参
照



■;TTf(1
)

第
二
宇
目

｢
鬼
｣
は
字
劃
不
明
で
あ
る
が
､
恐
ら
-
こ
れ
は
前
行
に
糟
-
も
の
に
し
て

『
勅
シ
ク
リ
』
と
か

『勅
セ
リ
』

と
か
の
如
き
意
を
有
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡

■

(
2
)

可

撰
者
避
可
の
可
を
膏
富
し
た
も
の
で
あ
る
｡

(
-
)

恩
詣
黒

革
夷
慧

叫
に
は

『
罰
』
と
あ
る
も
(㌍

.
べ
)
こ
-

で
は
『
罪
』
と
謬
し
た
い
･
満
洲
語
en
d
e
buku『*
･

過
』､
豪
古
語

en
d
eg
u
rel
等
と
同
語
源
で
は
あ
る
ま
S
か
.

(
4

)

監

林

翰
林
の
音
評
で
あ
ら
う
｡

,

(
5

)

赤
巴
勤

清
洲
語

oe
ih
e

『
雑
然

･
然
則
』
或
は

っe
i
『
著
是

･
則
』
等
よ
-
推
し
て
こ
の
語
を

『
然
レ
バ
則
チ
』

の
意
に
謬
す
る
こ
と
1
.し
た
｡

(
6
)

孔
撤
富

｢
乱
撤
｣
は

｢
乱
轍
埋
｣
=
清
メ
ル
の
語
根
に
し
て
T
富
｣
は
不
明
で
あ
る
が
'
暫
-
不
規
則
動
詞
命
令
法

∫

を
示
す
も
の
と
疑
っ
て
後
考
を
侠
つ
｡

29｡_

(
7
)

(
8
)

塗
(1
)

基
魯

浦
洲
語

sere
『
詮
是

･
詮
』
よ
れ
推
測
し
て

『
･･････ナ
リ
ト
』
の
意
に
解
し
た
い
｡

志
魯
詣

グ
ル
ー
ベ
(
4
8
2
)

に

『
進
貢
ス
ル
』
を

｢
意
義
卜
麻
｣
と
あ
る
よ
り
推
し
て
『進
メ
ル
』
の
意
に
解
し
た
｡

希
鐸

こ
の
二
字
は
契
丹
を
寡
し
た
も
の
で
'
契
丹
は
正
し
く
は
突
灰
碑
文
に
も
頻
出
す
る
如
く

K
y
ta
i
と
昔
す

べ
き
で
あ
る
が
'
こ
こ
に

｢
希
薄
｣
と
寛
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
惟
ふ
に
瑛
字
よ
り
の
音
詔
で
あ
ら
う
｡
因
み
に
､
白
鳥
博
士

に
ょ
れ
ぼ
突
妖
碑
文
に
は

K
y
ta
i.
の
外
に

K
y
ta
n
-

呼
ば
れ
雪

あ
諸

(
朗
朗
観
相
鯛
朗
裟

如
朗
洋
)

管

-
こ
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れ
は
何
等
か
の
誕
解
に
基
く
も
の
1

や
う
で
あ
る
d

(
2
)

幹
失
昧

こ
の
語
は
終
-
の

｢
昧
｣
が
不
定
法
語
尾
で
あ
る
が
故
に

『
睡
ル
』
の
意
で
あ
る
が
'
本
文
で
は
次
の
語

と
の
開
聯
上

『
障
り
』
と
謬
し
た
｡
梅
か
1
る
用
法
に
つ
S
て
は
第
∩Ⅷ
U
行
詰
(
4
)
参
照
｡

(

8
)

第
〔m
〕行
参
照
｡

(
4
)

先

着
必
空

路
稜
の

｢
登
｣
は
恐
ら
く
副
詞
尾
に
し
て
'
こ
の
語
の
動
詞
不
定
法
は

｢
九
着
必
昧
｣
で
あ
る
｡

(
5
)

受

こ
の
字
は
過
去
動
詞
語
尾
の
如
-
考
へ
ら
れ
る
｡

(
6

)

恰
答
7
9
･

グ
ル
ー
ペ
に

｢
恰
答
温
｣
=
誠
(409)
｢
蜂
谷
核
｣
=
信
(
7
7
7
)

と
あ
-
'
而
し
て
前
者
の
語
尾

｢
温
｣
は

形
容
詞
を
示
す
接
尾
語
､
叉
後
者
の
語
尾

｢
核
｣
は
動
詞
の
過
去
を
示
す
も
の
な
れ
ば
'
之
等
の
語
幹

｢
蜂
谷
｣
は
『
誠
･

信
』
の
義
を
有
す
る
こ
と
を
知
る
｡
叉
次
行
第

[

:

]

四
段
目
と
比
較
し
て
字
劃
不
明
瞭
な
る
二
字
を

｢
男
爽
｣
な
ら
ん
と

刃

疑
ひ
'
こ
の
三
字
を

『
信

二

･嘗
Tt
』
の
意
に
解
し
た
い
｡

一7二

･

･

(
1
)

こ
の
一
段
は
不
明
で
あ
る
が
碑
南
漢
文
の

『
各
種
爾
曳
』
に
雷
る
も
の
で
あ
ら
う
.

･
-
)

第
〔
誓

註
(-
)
参
照
｡

拾
孟

〕
行
五
段
と
比
較
す
べ
し
｡

(
-
)

阿
軸
班

華
夷
評
語
で
は

『
雷
』
を

｢
阿
甘
｣
と
謂
ふ
｡
(ヤ
〝
-
べ
)
こ
れ
は
清
洲
語

ag
j
an
に
粕
嘗
す
る
｡

～

.mM
i

(
1
)

第
∩Ⅷ
U
行
詰
(
1
)参
照
｡

(
2
)

轍
必

こ
の
語
は
清
洲
語

SabiU.群
･
瑞

･
兆
』
に
雷
つ
べ
き
で
あ
る
｡



4(35

(

3
)

(
4
)

第
∩
Ⅸ
∪
行
参
照
｡

i

..7
:.(1

)

苧
安

こ
れ
は
ト
ル
コ
語

･
豪
古
語

q
ar
an
｢
可
汗
｣
に
同
じ
｡
阿
波
本
に
は

｢恰

安
｣
と
あ
る
｡

O

o

(

2
)

失

阿
波
本
に

｢
亦
立
失
亦
立
｣
=

『
起
釆
ス
ル
時

二
起
釆
セ
ヨ
』
と
あ
る
よ
り
類
推
し
て

｢
禿
魯
恰
見
失
｣
を

『
硯

タ
ル
ニ
』
.『
硯
ク
ル
時
』
と
謬
し
て
置
く
｡

(

3
)

塞
麻

こ
の
語
は
不
明
で
あ
る
が
'
或
は
清
洲
語

sem
e
の
如
き
意
を
有
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
.

(
4

)

こ

の

7
句
は
構
面
漢
文
に
依
っ
て
窺

へ
ば

『
美
徴
』
の
意
を
有
す
る
も
の
1
や
う
で
あ
る
O

(
5
)
(
7

)

第
∩
Ⅹ
U
行
註
(
1

)

参
照
o

･

-
)

轍
必
中
△

第
〔
E
]
fk
Z
撃

七
段
或
Å

管

-

等
よ
-

､
『
群
符
』
と
-

(
8

)

『
紳
』
は
既
に
説
明
し
た
如
-
(第
〔肌
〕行
註
(
-
)
)
｢
克
宰
｣
に
し
て
こ
の
文
字
と
は
壁

宇

目
が
異
る
も
碑
両
洗
文
と
封

照
し
て
暫
-

『
紳
』
と
謬
し
て
置
く
｡

[;](1
)

こ
の
一
段
は
全
-
不
明
で
あ
る
｡

(
2
)

弟
∩Ⅶ
し
行
参
照
｡

∩
-

)

こ
の

-

謬
解
し
え
な
い
が
･
第
〔
習
三
晋

と
封
比
し
て
之
姦

南
漢
文

-

相
展
』
農

芸

す
る
-
の
と

考
へ
る
｡

(
4

)

洪

/
動
詞
の
過
去
を
示
す
接
尾
語
で
あ
る
｡

3｣



436

(
5
)

第
〔
耶
〕
行
詰
(
1
)
参
照
O

(
-

)

苛
塞

拳
夷
聖

和
に
は

｢
厄
木
件
苛
塞
｣
を

『
一
般
』
と
浜
鐸
し
て
ゐ
る
が
(
舵

-

べ
)
鹿
野
す
れ
ば
『
]
ノ
如
シ
』

に
し
て

｢
苛
塞
｣
は
満
洲
語

g
ese
『
･･･‥
･ノ
如
シ
』
に
雷
る
｡
阿
波
本
に
は

｢
併
以
草
塞
｣
を

『
照
奮
』
即
ち
『
奮
ノ
如

シ
』
と
謂
ふ
｡

:
.捌

..
(I･)

-

-

こ
の
語
は
本
行
第
三
段

｢
主
体
ー
?
｣
等
と
封
比
し
て

『
虜

･
豪
』
の
意
を
有
す
る
も
の
と
考

へ
る
｡

(
2
)

撤
-

グ
ル
ー
ペ
に
は

｢
轍
希
｣
･=
知
と
あ
る
も
(35?,)
そ
の
不
定
法
は
阿
張
本

･
静
嘉
堂
本
に

｢
轍
必
｣
と
あ
る
を

正
し
と
す
べ
-
'
経
っ
て
そ
の
語
幹
は

｢
轍
｣
に
し
て

｢
希
｣
は
憩
ら
-

S
ub
j
llnCtiv
e

P

resen
t
を
示
す
動
詞
接
尾
語

と
見
倣
す
べ
き
で
あ
ら
う
.
清
洲
語
で
も

｢
知
ル
｣
は

Sam
bi
で
あ
る
｡

(
C
｡

)

二
字
と
も
字
割
合
-
不
明
で
あ
る
が
'
碑
面
よ
-
し
て
､『
流
ル
』
と
謬
し
た
｡
阿
波
本
に
よ
れ
ば

『
流
ル
』
を
｢
額
囚
必
｣

と
謂
ひ
､
静
嘉
堂
本
も
同
様
で
あ
る
｡
繍
洲
語

eyem
bi
に
雷
る
も
の
で
あ
る
.

(
4

)

寒
素

こ
れ
は
恐
ら
-
決
組
の
音
評
に
し
て
'
漠
高
組
の
意
で
あ
ら
う
｡

(
-

)

剣
竺

竿
腕
｣
(
乾

.

べ
)

匁
竺

斜
列
;:J
L金
史
賢

解
)で
あ
る
が
､
こ
-
で
は
そ
の
語
が
磨
滅
し
て
読
み
取
-
.禁

｡

(
6

)

こ
の
一
段
は
恐
ら
-
碑
面
沫
文
の

『
治
彼
宗
元
』
に
粕
嘗
す
る
も
の
で
あ
ら
う
.

■

(
1

)

こ
の
三
字
は

『
遺
宅
』
の

『
遺
』
に
相
雷
す
べ
き
語
と
思
は
れ
る
が
'
字
劃
不
明
に
し
て
'
或
は
強
払
て
諌
め
ば

｢
弗
厄

以
｣
(薯
ノ
)
の
如
-
に
も
解
せ
ら
れ
る
｡

32
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(
-
)

阿
-
恰

以
迫

華
夷
望

M
に

『
核
子
-
子
供
』
を

｢追

こ

と
謂
ふ
｡
(
肘
9
1T

べ
)
こ
れ
よ
-
推
し
て

｢
阿
-
恰
以

迫
｣
は

『
天
ノ
子
』
即
ち

『
天
子
』
で
あ
ら
う
.

盟
(1
)

(

2
)

_

(
1

)
こ
の

1
段
は
碑
面
漠
文

『
化
被
朔
商
』
に
封
磨
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
｡

こ
の
段
は
砕
面
漢
文

『
六
飛
灰
止
』
を
評
し
た
も
の
で
あ
ら
う
｡

I

-
-
魯

上
の
二
字
の
静
音
は
之
を
窺
知
し
え
な
い
が
､
そ
の
意
は
怒
ら
-

『
詔
』
で
あ
ら
う
O
清
洲
語

seLgiya･

m
bi
に
は

『
倦
論
ス
ル
.･
布
告
ス
ル
』
の
義
が
あ
-
..
詔
を

Sel
g

iy
e
re
h

e
se

と
謂

へ
ば
'
或
は
之
等
と
同
系
統
の
も

の
で
は
あ
る
ま
い
か
.

(

2
)

冗
恩
王

こ
の
三
字
は

『
文
王
』
の
音
寛
で
あ
る
｡

(
-
)
(
4
)
｢
非
柄
｣
竺

光
』
な
れ
ば
(
㌍

-
べ
)
こ
れ
よ
-
推
し
て
こ
の
六
鳶

砕
而
警

『
潤
色
粗
菓
』
の
潤
色
塞

昧
す

る
も
の
と
考

へ
度
い
｡

〔
m〕I(

～
)

受

第

〔腎

註
(
-
)
堰

L
終
-
に
､
本
備
考
に
於
て
は
印
刷
の
都
合
上
女
虞
文
字
を
以
て
説
明
し
得
ず
'
専
ら
封
評
漢
字
を
以
て
表
は
し
た
馬
､
読
者
の
理

解
を
困
難
な
ら
し
め
た
鮎
多
々
あ
っ
た
こ
と
1
思
ふ
が
'
こ
れ
に
就
い
て
は
特
に
諒
恕
を
講
ふ
次
第
で
あ
る
｡
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鍔

誕

済

岩

淵

戯

漕

済

灘

済

戯

(字文貴女陰碑はZL:･･文洪耐 脚 ･-) 拓酢 蛸 陀勝 得 金 大 一第版図


